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令和６年度　第２回認知症初期集中支援チーム検討委員会議事録 

 
１　開催日　　　令和７年２月１７日（月）　午後２時４５分～３時１０分 
２　開催場所　　市役所大島分庁舎大会議室 
３　出席者 

　〈委　員〉　野澤委員、矢野委員、深原委員、稲田委員、永野委員、荻浦委員、 
森委員、阿部委員、紺谷委員、松浦委員、新谷委員 

　〈ワーキング部会長〉 
              野村部会長（在宅支援ワーキング部会） 
　　　　　　　松岡部会長（情報共有ワーキング部会） 
　〈事務局〉　福祉保健部　　杉本部長、山口次長、小見政策調整監 
　　　　　　　介護保険課　　菓子課長　保険年金課　藤井課長 
　　　　　　　射水市民病院　柏嶋看護部長　 
　　　　　　　地域福祉課　　村中課長、長谷川班長、種村課長補佐、田中主査、 

島倉主査、寶田主任、黒田主事、細橋社会福祉士 
４　欠席者　　宮城委員 
 
５　議題（事務局説明項目） 

（１）令和６年度認知症対応の状況（資料１） 
（２）令和６年度拡充事業の経過報告（資料２） 
（３）「射水市認知症施策推進計画」の策定について（資料３） 
 

６　質疑応答内容 

　 

委　　員：　これまで医療にかかっておらず、周囲の人が異変に気付くケースや、

認知症の本人の家族が対応に困っているケースなど、主に地域包括支援

センターからの紹介で診療所を受診される。年齢相応の物忘れに過敏に

反応する人、ＭＣＩ（軽度認知障害）の人、認知症の人、様々である。Ｍ

ＣＩの人には、来年も認知機能検診を受けるように声かけをしている。 

また、７５歳以上の運転免許更新時には認知機能検査があり、検査で 

「認知症のおそれがある」と判定された人が診断書を求めて来院する。認

知機能検査では即時記憶の検査を行うが、改めて長谷川式認知症スケー

ルを行うと２０～２５点の人もいれば、１７、８点（認知症の疑いあり）

だが総合的にみればＭＣＩ状態といった人もいる。重要なのはＭＣＩ状

態を維持するためのフォローである。規則正しい生活を送ることや社会

的な関わりが認知症の予防につながるので、検査に来た人に関わり続け

ることが大切である。 

　　　　　　認知症の人はその家族も困っていることが多く、医師として向精神薬
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を処方することもあるが、認知症対応型デイサービスをうまく活用する

などして薬に頼らずに支援できると良い。また、介護認定を受けていな

い場合は「なごもっと」などを活用するなど、本人や家族が困ったとき

に頼れる場所を紹介することで、孤立を防ぐことができるだろう。 

重症の場合は認知症専門医を紹介するケースもあるが、多くの人は、 

声かけをすれば地域の中で日常生活を送ることができる。ノーマライゼ 

ーションという言葉があるが、健常者も障がい者も共に生きる社会こそ 

が普通の社会であり、認知症の人がいることも決して特別なことではな 

い。そういった新しい認知症観が広まると良い。



令和 6 年度　第２回射水市認知症初期集中支援チーム検討委員会　次第 

 

日時　令和７年２月１７日（月） 

午後２時３０分～３時 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場　射水市役所大島分庁舎　 

3 階大会議室 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

１　開　　会 

 

２　議　　題　　 

（１）令和６年度認知症対応の状況 資料１ 

 

（２）令和６年度　拡充事業の経過報告 資料２ 

　　　　　　 

（３）「射水市認知症施策推進計画」の策定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 資料３ 

 

３　閉　　会 

 

（参考資料）射水市どこシルプラス事業チラシ



令和6年度　認知症対応の状況

１　認知症に関する相談対応の状況
（１）　認知症に関する住民相談

（２）　困難事例等の検討

（３）　認知症初期集中支援チーム対応状況

２　情報共有ツールを使用した多職種連携
（１）　認知症共有ツール・多職種連携票の使用

相談機関（地域包括支援センター）より、医療機関へ情報共有ツール（認知症情報共有ツール・

多職種連携票等）を使用し、認知症の人が医療機関を受診する際に、生活状況や困り事を相談す

る。医療機関からは、相談機関へ在宅生活における助言を行う。

（２)　射水市多職種連携支援システム（ICT：情報通信技術）を活用した連携

射水市多職種連携支援システム（ICT）を活用し、医療機関及び介護保険サービス事業所等が、

認知症の人や家族の生活状況や思い、支援状況の書き込みを行う。

緊密な連携により認知症の人や家族の思いに寄り添い、円滑な支援が可能となっている。

R4年度 R5年度 R6年度(12月末）

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

新湊西包括 46 510 55 666 53 546

新湊東包括 66 467 58 506 39 422

小杉・下包括 82 492 85 356 66 321

小杉南包括 32 412 62 467 48 302

大門包括 92 407 92 457 63 266

大島包括 53 509

計 318 2,288 352 2,452 322 2,366 

R４年度 R5年度 R6年度(12月末）

実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

対応件数 45 55 40 46 49 63 

R４年度 R５年度 R６年度(12月末）

対応件数 2 2 2

R４年度 R5年度 R６年度(12月末）

使用件数 51 72 36

R４年度 R５年度 R６年度(12月末）

認知症の人の
新規連携者数

10 10 7

住民相談の内容により、困難な事例は包括支援センターと市地域福祉課で支援方針を

検討

医療や介護につながらない方や中断している方、認知症の行動心理症状（ＢＰＳＤ）が顕

著で対応に苦慮している方等は認知症初期集中支援チームでの対応を検討

資料1
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３　認知機能検診受診結果及び事後支援状況

（１）認知機能検診受診結果 （人）
年度

認知機能テストの結果、MCIの疑いがある方へMCIスクリーニング検査（血液検査）を実施。

令和４年度より、MCIスクリーニング検査プラスへ変更。

令和6年度（12月末まで）MCIスクリーニング検査プラス有リスク者のカテゴリー別リスクレベルの内訳

良好 注意 要注意 良好 注意 要注意 良好 注意 要注意 良好 注意 要注意

2 1 0 2 1 0 3 0 0 3 0 0

6 9 0 13 2 0 5 10 0 9 6 0

2 9 0 6 5 0 1 7 3 7 4 0

0 4 0 0 4 0 1 3 0 2 2 0

10 23 0 21 12 0 10 20 3 21 12 0

（２）地域包括支援センターによる事後支援

対象　 ①認知症疑い　②認知機能テスト・MCIスクリーニング検査受診者

「（１）認知機能検診受診結果」の内、網掛け部分 　     　　が対象。

内容　 訪問・電話・来所により、受診状況の確認、生活上の困り事がないかを聞き取り、生活支

援・助言、受診調整、要介護認定等のケアマネジメントを行う。

効果 認知症・MCIが疑われる段階からの専門職による早期介入により、適切な診断、継続的な

受診、適切な介護サービスへの結び付けが可能となっている。

また、受診者や家族にとっては相談先が明確となり、円滑に相談をすることができる。

検査内容 検査結果 小計 合計
異常なし 認知症疑い

14 9

異常なし MCIリスク低 MCIリスク中 MCIリスク高

3 6 5 10

異常なし 認知症疑い

20 3

健常 MCIリスク低 MCIリスク中 MCIリスク高

3 10 0 4

異常なし 認知症疑い

33 13

異常なし MCIリスク低 MCIリスク中 MCIリスク高

3 15 11 4

カテゴリー 栄養群 脂質代謝群 炎症・免疫群 凝固線溶群

リスクレベル

健常

MCIリスク低

MCリスク中

MCIリスク高

合計

R４年度 R5年度 R6年度(12月末）

事後支援件数 33 20 37

R４
年度

認知機能テストのみ 23

47
認知機能テスト・
MCIスクリーニング検査プラス

24

R５
年度

認知機能テストのみ 23

40
認知機能テスト・
MCIスクリーニング検査プラス

17

R6
年度
（12月

末）

認知機能テストのみ 46

79
認知機能テスト・
MCIスクリーニング検査プラス

33

令和６年度、検診実施医療機関やコミュニティセンターでポスター・チラシを掲示、市から６５歳の介護保険者証送
付の際に、認知機能検診のチラシを同封。

（人）
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４　認知症初期集中支援チーム員全体会議の開催
日時 方法・場所 出席者 内容

第１回

令和6年11月２5日（月）
19時15分～20時45分

集合・射水
市役所
３階　３０４会
議室

チーム員
医師、認知
症地域支援
推進員

（１）射水市認知症初期集中支援チーム・認
知機能検診実績について
（２）射水市認知症初期集中支援事業　研修
会について
（３）令和６年度認知症関係拡充事業につい
て
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令和 6 年度　拡充事業の経過報告 

１　どこシルプラス事業を実施（みまもりあい事業からの移行）令和６年１０月より　 

　（１）登録者数（令和６年１２月末） 

　　　　　・利用登録者数　　　45 人 

　　　　　・射水市 LINE 公式アカウントからの行方不明通知受取登録者数　　　385 人 

　（２）行方不明時のシステム利用状況 

（ア）読取通知　１名 

　　　　　　　　事案：70 歳代、認知症、要介護 3 

　　　　　　　　　　　　雨の中、傘を持たずに立っていた本人に気付いた一般の方から警察へ通報があり、警察官が QR コ

ードに気付き、読み取った。警察で把握している情報を元に家族に連絡を取り、無事帰宅した。 

　　　　（イ）市 LINE 公式アカウントによる捜索依頼　０件 

　（３）事業の周知方法 

・令和 6 年 7 月 11 日に、関係機関（居宅ケアマネジャー、地域包括支援センター、射水警察署、射水消防署

等）に対し、説明会を実施 

・広報いみず、テレビ広報いみず（認知症オレンジちゃんねる）、市 LINE による配信、市ホームページへの掲

載、認知症サポーター養成講座、ひとこと声かけ体験会等での周知 

２　認知症の人と家族への一体的支援事業「なごもっと」を各包括圏域で実施 

（１）実績 

 

（２）予定 

 

（３）事業の周知方法 

　　　・市ホームページ、圏域内でのチラシの配布・声かけ等 

 実施日時 会場 圏域・ 

担当包括

本人・家族 

参加人数（延べ）

 R6 年5 月28 日（火）14：00～15：30 

R6 年12 月3 日（火）14：00～15：30

ニューモンブラン 小杉・下 10 

 R6 年9 月27 日（金）10：00～11：15 Caf e しえる 小杉南 4

 R6 年11 月9 日（土）10：00～11：45 内川 シャインベース 新湊西 6

 R7 年1 月28 日（火）13：30～15：00 ウ エ ル シ ア 射 水 足 洗 新 町 店 内 

ウ エ ル カ フ ェ

新湊東 5

 実施日時 会場 圏域

 R7 年 3 月１１日（火）10：00～11：30 Caf e しえる 小杉南

 R7 年 3 月 10 日（月） ウ エ ル シ ア 射 水 足 洗 新 町 店 内

ウ エ ル カ フ ェ

新湊東

 R7 年 3 月 6 日（木） 大島コミュニティセンター 大島

資料２
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3 認知症月間（９月）に各圏域毎に普及・啓発活動を実施 

（１）実績　※令和６年度新たに実施 

 

（２）事業の周知方法 

　　　・広報いみず、テレビ広報いみず（認知症オレンジちゃんねる）、市ホームページ、市 LINE、アランマーレ富

山より SNS で配信

 会場 日程 内容 圏域・担当包括

 ※アルビスいみず
の小杉店

9 月２日～ 
９月８日

・認知症の展示 
（認知症の人が生きている世界、射水市の認
知症への取組等） 
・アンケート

小杉南

 ※大門総合会館 ９月１８日～ 
９月２４日 
 
 
 
 
 
 
ティッシュ配布 
２０日・２１日の２
日間 
10 時～15 時

・「認知症の人にやさしいお店」および施設・事
業所マップの掲示 
・認知症関連および事業所パンフレットの設置
（チェックリストにトライ） 
・「やさしいお店」登録店内に、ケアパスの設
置。 
・ティッシュ配布（ささえ隊メイト・大門高校生
と） 
・来場相談者の対応 
ティッシュ配布：85 個 
来場者：１９名（相談３名）

大門

 ※大島コミュニテ
ィセンター

9 月２５日～ 
１０月４日

・個別相談 
・認知症についての啓発展示 
・オレンジの木にメッセージカードを貼る企画

大島

 クロスベイ新湊 9 月 2 日～ 
9 月 17 日

・認知症の展示 
（認知症の人が生きている世界、射水市の取
組等）

新湊西・新湊東合同

 新湊図書館 9 月 19 日～ 
10 月 1 日

・関連図書の展示 
・認知症の展示 
（認知症の人が生きている世界、射水市の取
組等）

新湊西・新湊東合同

 中央図書館 ９月１９日～ 
１０月１日

・関連図書の展示 
・認知症の展示 
（認知症の種類・道に迷う人の気持ち・認知症
の人が生きている世界、射水市の取組等） 
・アンケート 
・切り絵展示

小杉・下

 イオン高岡 
県イベントに参加 

９月２１日 ・個別相談、脳トレ 
・認知症の展示

市・包括



　　　　　　「射水市認知症施策推進計画」の策定について 

 

１　認知症施策推進基本計画（概要） 

 
(出典：認知症施策推進基本計画（令和６年 12 月３日閣議決定）資料より抜粋） 

 

２　計画策定の方針及びスケジュール 

（１）方針 

「いみず地域共生プラン（第２次射水市地域福祉計画・第３次射水市地域福祉活動計画）」(令和

３～１２年度)見直しに合わせ、射水市認知症施策推進計画(令和８年度～１２年度)を一体的に策定 

　　　　　　 

 (2)今後のスケジュール 

 　　　時　期 内容
 令和７年 ２月２６日 第１回いみず地域共生プランの中間見直しに係る計画策定委員会
 ７月下旬 第２回計画策定委員会

 ９月 市議会９月定例会で計画骨子案を説明

 10 月 第３回計画策定委員会

 12 月 市議会１２月定例会で計画素案を説明

 12 月下旬 パブリックコメントの実施

 令和８年 2 月 第４回計画策定委員会

 3 月 市議会定例会に計画案を報告 

計画策定及び公表

資料 3






